
令和６年度 第 46 回 札幌市中学校体育連盟 

ソ フ ト テ ニ ス 選 手 権 大 会  開 催 要 項  

 

１．名  称 令和６年度 第 46 回札幌市中学校体育連盟ソフトテニス選手権大会 

２．主  催 札幌市中学校体育連盟、札幌市教育委員会、札幌市中学校長会 

３．主  管 札幌市中学校体育連盟ソフトテニス専門主任会 

４．後  援 札幌市、札幌市 PTA 協議会、札幌ソフトテニス連盟、北海道新聞社 

５．期  日 【ブロック予選】６月 22 日（土）、29 日（土）、予備日６月 30 日（日）  

       【全市大会】７月 13 日（土）、14 日（日）  

 

６．会  場（予定） 

【ブロック予選】  

 

 

 

 

 

 

【全市大会】13 日（土）、14 日 円山庭球場  札幌市中央区宮ヶ丘 3 

     （小雨決行・荒天時は宮の沢屋内競技場）  

７．参加資格  

（１）本連盟に加入する札幌市中学校、中等教育学校、義務教育学校に在籍する生徒で、当該学校長が出場

を認めた者。 

（２）年齢は平成 21 年４月２日以降に生まれたものに限る。 

（３）年齢が前項の制限を越えて参加を希望する場合は、令和６年５月末日までに中体連会長へ申し出て、

所定の手続きを行うこと。 

（４）参加生徒の引率者及び監督は、当該学校の校長・教員（養護教諭も含む）・部活動指導員・外部指導

者とする。  

（５）監督・引率者は、部活動の指導中の暴力等により、任命権者又は学校設置者から懲戒処分を受けてい

ないものであること。外部指導者は校長から暴力等による指導措置がないこと。  

（６）外部指導者は、校長が認めた者で市中体連に登録された者とする。団体種目及び団体戦での複数校の

ベンチ入りは不可としているため、ベンチ入りする場合は、専門委員長に届け出ること。  

（７）チームは、単一学校で編成されたものとする。  

（８）札幌市中学校体育連盟選手権大会の他競技に出場していない生徒。但し、以下の項目については認める。 

① 夏季種目と冬季種目の重複は認める。 

② 相撲は奨励種目として、他種目との重複を認める。 
③ 相撲と他の種目の重複選手で、他の種目の全道大会出場資格を得た者は、他の種目を優先する。  

（９）参加者は、開催要項に掲げる個人情報の取り扱いについて了承するものとする。  

（10）参加者は、大会が掲げる各種ガイドラインの内容について了承するものとする。  

（11）本大会における参加の特例  

「札幌市中学校体育連盟内規「札幌市中学校体育連盟選手権大会おける参加の特例＜１＞」による。」  

  ◎学校教育法第１３４条の各種学校（第１条に掲げるもの以外）の在籍生徒  

  ◎地域クラブ活動に所属する生徒  

(1) 札幌市中学校体育連盟選手権大会の参加を認める条件 

① 札幌市中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。  

② 生徒の年齢及び修業年限がわが国の中学校と一致している単独の学校で構成されていること。  

③ 地域クラブ活動にあたっては、日常継続的に代表者もしくは指導資格を有する指導者のもとに   

適切に行われていること。 

＜東ブロック A＞ 川下公園  

＜東ブロック B＞ 平岡公園  

＜西ブロック A・B＞ 稲積公園  

＜南ブロック A＞ 澄川中学校  

＜南ブロック B＞ 月寒中学校 

＜北ブロック A・B＞ 屯田西公園 

 



④ 『札幌市立学校に係る部活動の方針』（平成 31 年３月札幌市教育委員会発出）に従って、特に「６ 

生徒・教職員双方の負担を踏まえた部活動活動基準の設定等（３）札幌市立学校における部活動活

動基準」を遵守していること。 

⑤ 当該競技を管轄する札幌市等の競技団体に登録されていること。かつ同じ内容で札幌市中学校体育

連盟に登録していること。 

⑥ 札幌市における予選会となるすべての大会において、競技役員や審判など運営上必要な事項に協力

すること。 

⑦ 地域クラブ活動で北海道中学校体育大会につながる大会に参加する場合、在籍中学校での大会参加

は認めない。その逆も同様である。 

(2) 札幌市中学校体育連盟選手権大会に参加した場合に守るべき条件 

① 札幌市中学校体育連盟選手権大会開催要項を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に従

うとともに大会の円滑な運営に協力すること。 

② 札幌市中学校体育連盟選手権大会参加に際して、地域クラブ活動においては、責任ある代表者・指

導者が生徒を引率すること。また、万一の事故発生に備え、傷害保険に加入するなどして事故対策

を立てておくこと。 

③ 大会開催に要する経費については、必要に応じて応分の負担をすること。 

④ 団体競技における地域クラブ活動名での出場は１チームのみとする（複数のチームの参加はできな

い）。 

  (3)参加を認めない場合 

① 札幌市中学校体育連盟選手権大会の参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した場合は参

加を認めない。 

   ※この特例は、競技ごとに大会参加に関する細則を加えることができる。 

 

札幌市中学校体育連盟ソフトテニス競技における地域クラブ活動の参加に関する細則。  

 

１ （公財）日本中学校体育連盟「全国中学校体育大会開催基準７参加資格 参加資格の特例」に記載さ

れている内容を満たすこと。  

２ スポーツ庁、地域クラブ活動の登録  所在地の自治体・教育委員会のガイドラインを遵守すること。  

３ 地域クラブ活動での出場は、「同一市町村」の中学校に在籍する生徒で構成されたものとする。ただ

し、その範囲は全国中体連につながる「最小予選大会」の規模まで拡大することができる。また、地

域クラブ活動の登録所在地の地区から大会に出場すること。  

４ 地域クラブ活動と中学校部活動との二重登録は認めない。また、所属移籍をした場合の大会出場は、

全国中体連につながる予選から全国中体連終了まで、移籍による大会出場は認めない。  

５ 監督、コーチは地域クラブ活動で大会参加する場合は、中学校の部活動での参加、他のクラブ活動で

の参加は認めない。その逆も同様とする。  

６ 地域クラブ活動には、必ず（公財）日本スポーツ協会公認の「スタートコーチ」以上の資格を有する

者が在籍しており、大会においてベンチ入りする者はその資格保有者であること。（ただし、当該年

度は取得中の者でも可とする）また、全国大会においては、（公財）日本スポーツ協会公認の「コー

チ１」以上の資格を有する者が在籍しており、大会においてベンチ入りする者はその資格保有者であ

ることが条件となる。  

７ 地域クラブ活動は、中体連主催の大会において、大会要項、運営については中体連に一任することと

する。  

８ 地域クラブ活動は、札幌ソフトテニス連盟に登録されている団体であること。また、出場する選手も

その団体に登録された選手であること。  

９ 上記細則を満たさない場合、また虚偽の内容が判明した場合は、大会参加を認めない。  

 

 

 

 



８．選手登録  団体戦…４名以上８名以下の１チーム    全市大会は小ブロックで優勝、準優勝した

団体 

        個人戦…各ブロックによるものとする    全市大会は各小ブロック上位４組 

９．表  彰  優勝～１   ２位～１   ３位～２ 

        優勝した団体には札幌市長杯および札幌市中学校体育連盟優勝旗を授与する。  

入賞には、メダル・賞状・個人賞状を授与する。 

10．監督会議 

【全市大会】＜期日＞ 令和６年７月３日（水）１６：００～ 

      ＜会場＞ 中島体育センター 講堂 

      ＜抽選＞ 実行委員長立会いのもと、専門委員長が行う。 

       ※参加者は代表団体の監督及び全市三役のみです。 

        ※全道大会の参加申込書を配布するので、職印を押し、選手権大会の受付時に提出する。  

       ※オンラインによる出席も検討します。 

11．競技方法  【ブロック予選】・団体戦 全ブロック予選５ゲーム、決勝トーナメント７ゲームマッチ  

                個人戦  全ブロック５ゲーム、ベスト８以降７ゲームマッチ  

 

                【全市大会】  ・団体、個人ともに７ゲームマッチのトーナメント 

                              ・荒天時会場では基本５ゲームとする。 

                              ・大会本部の判断にて、団体戦の２面展開もある。 

 

12．参加料   【団体戦】１チーム ６０００円 【個人戦】１ペア １６００円  

 

13．開始式 

   『開始式』 （１）開会宣言 

         （２）優勝杯・優勝旗の返還（男子…篠路西中、女子…札幌大谷中） 

         （３）大会長挨拶 

         （４）選手宣誓    ※団体戦１番 

         （５）競技上の注意 

         （６）閉会宣言 

 

   『閉会式』 （１）選手入場 

         （２）開会宣言  

         （３）成績発表 

         （４）表  彰 

         （５）大会長挨拶 

         （６）連絡 

         （７）閉会宣言 

 

14．競技規則 

（１）競技は、現行の（公財）日本ソフトテニス連盟「ソフトテニスハンドブック」および大会要項に従っ

て行う。 

（２）地区予選大会は５または７ゲームマッチとする。全市大会は７ゲームマッチとするが、天候の不順が

想定されると大会本部が判断した場合や、荒天時の体育館は５ゲームマッチを基本とする。  

（３）団体戦をトーナメントで行う場合は、３組の点取り戦とし、２点以上得たチームを勝ちとする。その場

合、どちらかのチームが１回目の試合は片方のチームが２点先取しても第３番目の試合を行うが、それ

以降は２点先取をもって打ち切る。 

（４）コート割りは、試合進行その他の事情などで変更することもある。 

（５）オーダー用紙は、受付のとき第１試合目のオーダー用紙を受け取り、開会式終了後ただちに提出するこ

と。第１試合目が終了後、第２試合目のオーダー用紙を受け取り、対戦相手が決まり次第提出すること。 

 



（６）選手権大会では、組み合わせ表で、審判台から見て左側のベンチに、番号が小さいチームが入り、監督

と一緒に整列する。 

（７）対戦中、監督と選手は所定の位置にいることを原則とする。監督の服装はジャージなど運動に適したも

の、靴はテニスシューズを着用する。 

（８）選手の服装は JSTA 公認のゲームシャツ、下は短パン・ハーフパンツ・スコート（学校指定のものは可）

とする。  

（９）３段ゼッケンを着用する。 

   【３段ゼッケンについて】 

      ・白地に黒文字 

      ・上段１／４ 都道府県 

      ・中段２／４ 名前 

      ・下段１／４ 学校名・チーム名 

  縦１８ cm、横２６ cm 

※４隅を縫いつける、または安全ピンなどで止める。 

     ※文字数が多いときはフォントサイズを調整する。  

   ※同姓の選手が在籍する場合は、図のように名の一部を記載する。  

 

15．札幌市中学校体育連盟個人情報保護方針  

（１）大会参加者の氏名・所属・学年は、大会運営のために必要なプログラム、ホームページ、掲示板、報

道発表、大会結果記録速報及び札幌市中体連記録集「青春の軌跡」へ掲載するために使用する。  

（２）選手の生年月日は、出場資格等で年齢を確認しなければならない場合は取得する。  

 

16．参加申し込みについて  

（１）以下の手続きを行う。  

①所定の申込用紙に学校においては学校印、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）においては代表者印

を押印のうえ、選手権大会団体戦１日目（５月 18 日）にご持参ください。  

②５月 23 日（木）までに、以下の口座に参加費を振り込む。  

（振込手数料は各学校にてご負担ください。）  

 ③選手権大会個人戦（５月 25 日）までに振込が確認できた場合は、選手権大会個人戦時に領収証をお渡し

いたします。その後は、別途大会時にお渡しすることになります。  

 ④申し込み後の返金については対応できませんのでご注意ください。  

【振込先口座】  

 北海道銀行 ふじの支店 ソフトテニス大会実行委員長 原田 格（はらだ いたる） 

 （店番号） １８９  （口座番号） ０３１３７５２  

 ※振込人の名前（カタカナ）は○○チュウガッコウと入れていただきますが、  

絶対にサッポロシリツを入れないようにしてください。通帳に記帳すると学校名が分かりにくくなりま

す。  

⑤各小ブロックのブロック長に、定められた期間内に選手登録を行う。  

17．その他  

（１）ゴミは持ち帰りとする。また、貴重品の管理については学校ごとに気をつける。  

（２）大会会場への移動は徒歩または、公共交通機関を利用するものとし、自転車の利用は認めない。  

（３）自動販売機・売店の利用はできない。 

（４）服装、頭髪など行動、言動に著しく問題のある選手は出場停止させることがある。  

 (５）全市大会に参加する学校については、顧問メールに登録し、連絡を緊急時の連絡を確認することとす

る。  

（６）中学生の大会では、生徒保護の観点から試合内容を、YouTube を含む SNS への掲載を禁止していま

す。 

北海道 

兼板（周） 

手稲中 


